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問14 在宅医療の利用状況 

次の項目それぞれについて「利用している」「利用していないが知っている」「知らない」のい

ずれか該当するものを番号で選んでください。（○はひとつずつ） 

 

在宅医療の利用状況については、「利用している」の割合が最も高いのは、“⑤緊急時に対応

してくれる医師または医療機関”（3.6％）となっている。「利用している」と「利用していない

が知っている」をあわせた認知度は、“①医師による訪問診療”（59.1％）が最も高くなってい

る。 

新型コロナウイルス感染症拡大前である前回調査と比較すると、構成割合は概ね同様である

が、「知らない」の回答割合は“⑤緊急時に対応してくれる医師または医療機関”以外の項目

は、前回調査の結果から低下し、認知度は高くなっている。（問14） 

【問 14 在宅医療の利用状況（経年比較）】 
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問19 認知症の人の支援 

あなたは、認知症の人の支援に必要なことは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

認知症の人の支援については、「認知症の早期発見への取組み」が63.0％で最も多く、次い

で「認知症予防に関する取組みの充実」が55.0％、「認知症の人を介護するご家族に対する支

援」が53.0％、「認知症に関する介護保険サービスや福祉サービスの充実」が50.1％となって

いる。 

前回調査と比較すると、「認知症に関する介護保険サービスや福祉サービスの充実」の割合が

16.0ポイント、「認知症の人を介護するご家族に対する支援」の割合が9.5ポイントそれぞれ高

くなっている。（問19） 

【問 19 認知症の人の支援（経年比較）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「認知症予防に関する取組みの充実」「認知症の人への虐待防止や財産を守るなどの権利擁護に関する支援」は、

今回調査の新規項目である。 

※前回調査の「癒しを目的とした集いの場（認知症カフェ等）」は、今回調査では「認知症の人やその家族が気軽

に立ち寄れる集いの場の充実」に変更している。 

49.5 

63.0 

47.4 

31.6 

23.9 

53.0 

50.1 

16.1 

25.0 

55.0 

31.5 

0.8 

7.3 

3.8 

020406080

認知症に関する相談窓口の充実

認知症の早期発見への取組み

病院やかかりつけの医師における
認知症に関する医療サービスの充実

家族や地域の人、職場などでの
認知症についての理解が深まること

介護職員が行う認知症ケアの質の
向上

認知症の人を介護するご家族に
対する支援

認知症に関する介護保険サービスや
福祉サービスの充実

認知症の人自らが社会の中で役割を
得て活動する場の確保

認知症の人やその家族が気軽に
立ち寄れる集いの場の充実

認知症予防に関する取組みの充実

認知症の人への虐待防止や財産を
守るなどの権利擁護に関する支援

その他

わからない

無回答

(MA%)

今回調査(n=12,794)

42.5 

57.5 

40.2 

29.4 

15.8 

43.5 

34.1 

13.2 

17.1 

0.5 

10.2 

7.2 

0 20 40 60 80
(MA%)

前回調査(n=10,568)

i9553337
テキストボックス



- 74 - 

問20 孤立死に対する意識 

あなたは、孤立死についてどのように考えますか。（○はひとつ） 

 

孤立死に対する意識については、「あまり身近に感じない」が31.2％で最も多く、次いで「や

や身近に感じる」が20.3％となっている。「身近に感じる」と「やや身近に感じる」をあわせ

た『身近に感じる』は32.6％で、全体の３分の１ほどの人が身近だと感じている。 

前回調査と比較すると、傾向は大きくは変わらないが、「あまり身近に感じない」の割合が

3.9ポイント、「身近に感じない」の割合が3.8ポイントそれぞれ高く、孤立死を身近に感じて

いない人の割合が前回より高くなっている。（問20） 

【問 20 孤立死に対する意識（経年比較）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、『身近に感じる』の回答割合は女性のほうが高くなっている。（問20-a） 

【問 20-a 孤立死に対する意識（性別）】 
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問20-1 孤立死を身近に感じる理由 

問20で「１ 身近に感じる」「２ やや身近に感じる」と回答された方におうかがいします。 

あなたが身近だと感じる理由は次のどれにあたりますか。（○はいくつでも） 

 

孤立死が身近に感じると回答した人に、その理由をたずねると、「近所との付き合いが少ない

から」が41.3％で最も多く、次いで「親族との付き合いが少ないから」が38.2％、「友人との

付き合いが少ないから」が28.6％となっている。 

前回調査と比較すると、「ひとり暮らしだから」を削除したこともあり、「近所との付き合い

が少ないから」の割合が13.3ポイント、「親族との付き合いが少ないから」の割合が12.3ポイ

ントそれぞれ高く、それ以外の項目もいずれも前回より高くなっている。（問20-1） 

【問 20-1 孤立死を身近に感じる理由（経年比較）】 
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②地域での見守り活動の必要性 

 

地域での見守り活動で必要と思う取組みについては、「緊急時にボタンを押すだけで自動的

に通報され助けが来るサービス」が61.9％で最も多く、次いで「健康相談に看護師などが24時

間対応してくれるサービス」が47.4％、「近所の人と声を掛け合うこと」が42.2％となってい

る。 

前回調査と比較すると、すべての項目で前回より割合が高く、「介護保険サービスなどの利

用」の割合は12.4ポイント、「緊急時にボタンを押すだけで自動的に通報され助けが来るサー

ビス」の割合は11.4ポイント、「健康相談に看護師などが２４時間対応してくれるサービス」

の割合は11.0ポイント、それぞれ高くなっている。（問21②） 

【問 21② 地域での見守り活動の必要性（経年比較）】 
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